
近
世
丈
化
と
藩
王

第
二
十
二
巷
　
第
三
號
　
　
四
入
植

近
世
交
書
と

睾
入
　
（
下
）

栗

田

元
　
弐

　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
鍮

　
　
　
　
一
、
窄
人
の
丈
化
に
貢
献
遡
る
閣
由
〇
　
　
二
、
二
等
と
箆
入
〇
　
　
三
、
史
學
と
筆
人
（
以
上
前
號
所
載
以
下
本
盤
所
載
）

　
　
　
　
四
、
地
理
撃
と
筆
人
。
　
　
五
、
磐
撃
本
草
學
と
筆
人
。
　
　
六
、
丈
藝
と
義
人
。
　
　
七
、
附
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
地
理
學
と
牢
人

　
地
理
學
は
上
代
に
朝
廷
で
風
土
記
や
國
郡
圖
を
徴
．
せ
ら
れ
た
後
、
中
世
末
期
に
切
支
丹
の
弘
通
に
件
っ
て
世
界
地
圖

地
球
儀
の
提
言
し
た
外
は
、
近
世
ま
で
殆
ど
襲
達
の
見
る
べ
き
も
の
が
無
か
っ
た
が
、
近
世
に
入
る
や
地
誌
地
圏
の
編

輯
・
刊
行
相
次
ぎ
、
急
に
目
畳
し
い
登
展
を
現
じ
た
の
で
あ
る
○
併
し
藤
岡
は
作
者
の
不
明
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
名

を
記
し
て
居
て
も
多
く
は
そ
の
事
蹟
が
解
ら
諏
か
ら
地
誌
の
作
者
に
つ
い
て
の
み
述
べ
よ
う
。

　
世
界
地
誌
の
最
初
と
し
て
は
元
藤
入
歯
及
び
寳
永
五
年
版
の
西
川
如
見
の
華
夷
通
商
考
に
そ
の
萌
芽
を
見
出
し
得
る

が
、
地
誌
と
し
て
の
形
式
と
内
容
と
を
具
備
し
た
も
の
は
新
井
立
石
の
采
覧
異
言
以
前
に
は
存
し
な
い
。
白
石
が
俘
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

連
ヨ
ハ
ン
・
バ
ソ
テ
イ
ス
タ
・
シ
ロ
ー
プ
と
の
問
答
を
筆
録
し
た
の
は
ヨ
ハ
ン
・
バ
ソ
テ
イ
ス
タ
物
語
で
あ
る
が
、
更
に

（46）



研
究
を
進
め
て
完
成
し
た
采
覧
異
言
は
世
界
地
理
と
し
て
頗
る
要
を
得
て
居
る
の
み
な
ら
す
、
蔓
圓
岡
の
卵
形
圓
に
勝

る
を
説
き
、
當
時
一
般
に
信
せ
ら
れ
て
居
た
南
方
の
假
想
大
陸
メ
ガ
ラ
ニ
カ
を
否
定
す
る
等
、
既
に
利
鷹
夢
野
に
基
く

支
那
傳
來
の
知
識
を
超
越
せ
る
を
示
し
た
の
で
、
更
に
西
洋
紀
聞
の
中
憲
に
そ
の
大
要
を
載
せ
て
居
る
。

　
日
本
地
誌
と
し
て
は
未
だ
見
る
べ
き
も
の
が
現
は
れ
な
か
っ
た
が
、
人
國
記
を
紹
介
し
、
日
本
総
國
風
土
記
の
儒
作

た
る
を
明
に
し
、
日
本
分
域
指
掌
圏
に
於
て
最
も
整
然
た
る
組
織
あ
る
日
本
地
岡
帖
を
示
し
た
關
木
齋
が
、
日
本
地
理

志
の
編
纂
を
企
て
、
果
さ
な
か
つ
淀
こ
と
は
最
も
蓮
憾
で
あ
っ
た
。
木
齋
は
越
前
の
人
で
俳
藤
仁
齋
に
學
び
、
三
輪
執

齋
∵
並
河
誠
所
等
と
親
交
が
あ
っ
淀
外
、
事
蹟
は
朋
か
で
な
い
が
、
姓
は
李
、
名
は
製
糖
、
字
は
叔
甫
、
通
総
は
椹
李

と
い
ふ
か
ら
武
吉
し
丸
武
士
と
す
れ
ば
突
で
の
窪
ξ
と
奪
ら
れ
・
・
彼
の
寸
言
ぎ
、
欝
の
補
助
を
闘

得
て
日
本
輿
地
通
志
畿
内
之
部
、
郎
ち
五
畿
内
志
を
完
成
し
た
並
河
誠
所
は
遠
州
掛
川
の
井
伊
家
及
び
武
事
川
越
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

元
家
に
仕
へ
て
後
退
去
し
た
学
人
で
、
幕
府
の
與
へ
た
文
書
に
も
明
に
母
人
並
河
五
一
郎
と
記
さ
れ
て
居
る
。

　
世
界
地
誌
・
日
本
地
誌
の
乏
し
い
に
反
し
、
郷
土
地
誌
は
質
量
共
に
最
も
進
み
、
近
世
を
し
て
郷
土
地
理
時
代
た
ら

し
め
た
。
當
時
の
郷
土
地
誌
は
形
式
上
よ
り
見
れ
ば
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
種
は
組
織
の
整
齊
と
調
査
・
考
讃

の
精
細
を
主
と
し
、
範
を
大
明
一
統
志
に
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
種
は
名
所
案
内
を
主
と
し
た
名
所
記
で
、
挿
維

を
加
へ
、
詩
歌
・
俳
言
を
交
へ
、
護
物
と
し
て
も
趣
味
を
豊
な
ら
し
め
ん
と
し
て
居
り
、
第
三
種
は
實
用
を
主
と
し
、

町
・
寺
趾
・
役
所
・
問
屋
等
を
列
記
し
た
小
本
で
あ
っ
た
が
、
第
三
種
は
地
誌
と
し
て
の
領
値
は
最
も
劣
っ
て
み
た
。
第

　
　
　
　
近
…
二
丈
化
と
論
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
三
號
　
　
四
入
三



　
　
　
　
近
世
文
化
と
窄
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
三
號
　
　
四
八
四

一
種
の
初
見
た
る
必
備
難
詰
志
菰
敏
及
び
そ
の
最
初
の
刊
行
た
る
雍
州
府
志
頼
檸
彬
の
作
者
た
る
黒
川
道
話
は
儒
讐
を

以
て
廣
島
の
淺
野
家
に
仕
へ
、
後
病
に
よ
り
致
仕
し
た
窄
人
で
、
前
者
は
官
仕
中
で
あ
る
が
、
後
者
は
癖
人
し
て
後
の

作
で
あ
砲
・
軽
種
の
磯
の
地
誌
と
し
て
雍
州
府
志
に
つ
ぐ
あ
は
山
州
名
跡
志
講
防
空
繁
勝
轟
甚
＋

で
あ
っ
て
、
後
者
は
朝
霞
た
る
大
島
求
馬
武
好
の
作
で
あ
る
が
、
前
者
の
作
者
繹
白
血
は
窄
人
の
財
家
で
あ
っ
て
、
こ

れ
に
先
立
っ
て
年
中
行
事
を
記
し
た
紅
霞
四
季
物
語
難
肛
及
び
本
朝
諸
思
至
掛
歪
を
出
し
た
坂
内
直
頼
と
同
人

で
あ
り
、
本
書
の
駿
に
「
代
々
以
二
武
藝
一
壷
夷
、
曲
筆
在
レ
洋
綴
二
其
箕
嚢
窯
業
一
翼
歳
來
轟
洛
下
戸
と
記
さ
れ
て
み
る
。

第
二
種
の
名
所
記
の
初
見
は
中
川
妻
蔓
尽
・
童
耀
韓
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
の
後
も
鎌
倉
物
轟
雛
、
案
内
者
議

鰍暢

O
勃
、
跡
澄
無
碍
靴
斡
情
思
等
を
出
し
た
名
所
記
初
頭
の
代
表
帥
作
者
で
あ
る
。
彼
の
耐
先
は
細
川
政
元
に
仕
へ
た
山

城
嵐
山
の
城
主
香
西
雲
上
で
あ
っ
て
、
増
量
の
嵐
山
の
城
趾
の
條
に
は
「
城
主
の
末
葉
こ
し
か
た
し
た
ふ
」
と
記
し
て
居

る
が
、
彼
が
一
時
廣
島
に
居
た
こ
と
は
先
年
廣
島
で
得
た
安
原
貞
室
の
書
状
で
も
明
で
あ
り
、
跡
追
の
最
後
に
特
に
嚴

島
を
加
へ
、
他
に
例
の
な
い
豊
島
か
ら
の
往
復
を
附
し
て
み
る
の
も
そ
の
爲
で
あ
る
。
慶
島
の
生
活
は
不
明
で
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
追
の
絶
島
の
紀
行
も
有
仁
者
と
し
て
見
る
方
が
適
は
し
い
黙
も
あ
り
、
京
童
の
序
に
よ
れ
ば
慰
を
學
ん
で
み
る
か
ら

或
は
馨
を
以
て
仕
へ
て
る
た
か
も
知
れ
澱
Q
果
し
て
然
ら
ば
彼
の
租
先
が
武
人
で
あ
る
上
、
彼
も
黒
川
遣
鮪
と
同
じ
く

讐
を
以
て
淺
野
家
に
仕
へ
て
後
窄
寂
し
た
こ
と
に
な
る
。
京
童
の
翌
月
刊
行
さ
れ
て
、
内
容
に
於
て
遙
に
こ
れ
を
凌
ぐ

も
の
は
洛
陽
名
所
集
鵬
溌
嫉
で
あ
・
が
、
そ
の
作
需
本
態
雲
は
本
営
岱
の
條
に
よ
れ
ば
、
詣
餐
氏
に
仕

（4S）



へ
、
四
代
前
の
若
狡
守
利
倫
ぽ
小
倉
山
の
城
主
で
蕩
々
に
二
十
二
ヶ
所
の
領
地
を
有
し
、
租
父
彦
五
郎
富
膚
ま
で
勢
威

強
か
っ
た
が
、
「
真
菰
の
濡
鳳
せ
る
に
と
か
く
し
漂
慰
し
、
の
ち
愚
父
友
我
是
爾
か
ひ
な
く
丹
青
を
こ
と
と
し
、
武
陵
に

寓
居
し
、
大
壷
軍
の
公
用
う
け
た
ま
は
り
、
年
三
十
五
に
て
業
を
や
め
」
π
の
で
あ
り
、
そ
の
子
の
記
し
た
古
今
軍
門

｝
蒼
黒
の
序
に
は
「
家
父
業
已
避
レ
官
爲
二
遊
民
…
し
と
記
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
彼
も
有
力
な
武
人
の
後
た
る
と
共
に
自
ら

も
一
種
の
窄
人
で
あ
っ
た
と
思
は
る
。

　
こ
の
二
人
と
同
時
代
に
名
所
記
作
者
と
し
て
大
名
を
馳
せ
、
自
ら
窄
人
々
る
こ
と
を
語
っ
て
み
る
も
の
は
淺
井
了
意

と
豊
漁
滋
治
で
あ
る
。
淺
井
臆
意
は
蓮
中
名
所
記
の
初
見
た
る
束
嚢
名
所
馬
遡
一
年
、
江
戸
地
誌
の
魁
た
る
江
戸

名
所
盤
二
年
及
び
京
の
町
多
説
い
て
新
様
を
開
い
た
京
雀
槻
倣
五
年
を
出
し
て
居
・
が
、
そ
の
緩
垂
子
・
法
語
圃

等
非
常
な
多
作
家
で
あ
り
、
著
作
年
代
も
長
い
た
め
、
近
年
叡
山
文
庫
で
三
大
部
の
願
文
の
登
見
せ
ら
れ
る
ま
で
は
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

名
園
入
説
さ
へ
行
は
れ
た
程
で
あ
っ
た
。
彼
は
可
笑
記
評
割
に
自
ら
「
あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
な
が
重
し
き
繰
入

に
て
、
陸
沈
濠
倒
し
、
偶
洛
下
に
寓
居
す
る
」
旨
を
記
し
、
窄
人
の
不
遇
・
不
満
を
も
述
べ
て
み
る
が
、
明
暦
の
大
火

を
記
し
た
武
藏
鐙
璃
猟
四
年
の
序
に
「
足
に
ま
か
せ
て
都
の
方
に
上
り
」
と
言
ひ
、
東
海
総
名
所
記
も
江
戸
よ
り
京
へ
の
紀

行
膿
を
取
っ
て
み
る
を
見
れ
ば
、
明
暦
の
大
火
に
嶢
け
出
さ
れ
て
京
へ
上
っ
た
額
皿
の
一
人
で
あ
っ
た
ら
う
。
一
難
軒

滋
治
は
名
所
記
と
し
て
寺
誌
の
権
輿
で
あ
る
高
野
山
通
念
海
流
汝
骨
膨
大
坂
の
地
誌
の
斜
鼻
で
あ
る
華
分
船
面
謝
三
年
名
所

記
と
し
て
の
紳
肚
誌
の
最
古
た
る
住
吉
相
生
物
語
懸
四
年
及
び
大
坂
の
年
中
行
事
を
記
し
た
難
波
鑑
駅
年
を
出
し
て

　
　
　
　
近
世
丈
化
と
箆
・
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
三
號
　
　
四
葬
五



　
　
　
　
　
近
世
文
化
と
船
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
懇
　
第
三
號
　
　
四
入
貢

居
る
が
、
彼
は
紀
伊
頼
宣
に
仕
へ
y
そ
の
意
に
勝
っ
て
牢
人
し
、
留
を
學
ん
で
、
讐
名
の
高
か
っ
た
人
で
あ
b
、
蓮
念

集
に
於
け
る
蕪
主
頼
、
宣
の
墓
の
條
は
、
そ
の
徳
を
思
し
、
身
上
の
情
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
郷
土
地
誌
の
最
も
生
な
る
作
者
は
殆
ど
窒
・
人
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
も
窄
人
の
手
に

な
っ
た
地
誌
は
少
く
な
い
。
當
代
の
國
誌
と
し
て
主
な
る
一
つ
で
あ
る
近
江
の
淡
海
録
説
構
翫
讐
序
の
作
者
原
田
藏
六
は

自
ら
琶
湖
威
士
と
記
し
て
居
る
が
、
釣
雲
子
の
序
に
よ
れ
ば
そ
の
曾
租
父
は
結
城
秀
康
の
家
臣
で
「
子
孫
門
衰
詐
薄
、

書
落
於
湖
一
」
し
た
の
で
、
彼
は
「
可
レ
謂
二
遊
手
方
外
之
民
一
」
で
あ
っ
た
。
又
甲
州
府
志
二
十
冊
も
荻
生
租
彼
の
編
と
言
は

れ
脱
辮
、
江
戸
の
地
誌
と
し
て
特
色
あ
る
紫
一
本
獣
㎜
三
年
も
牢
入
た
る
戸
田
茂
睡
の
作
で
あ
る
倣
麟
榊
。
　
京
の
日
蓮
宗

寺
院
を
証
し
薪
繧
難
場
平
蕪
年
の
作
壷
造
畢
を
武
用
饗
の
藝
木
下
養
と
同
人
見
突
歌
入
働

長
囎
子
木
下
勝
俊
の
一
家
の
入
と
見
る
こ
と
も
、
必
ず
し
も
無
理
な
想
像
で
は
あ
る
ま
い
。

　
註
①
本
書
の
管
兄
に
入
つ
六
も
の
ば
陸
軍
士
官
學
校
の
藏
本
で
あ
ろ
が
、
そ
の
問
答
に
簡
略
で
あ
っ
て
、
釆
勢
異
言
や
西
洋
紀
開
に
見
ゆ
う
白
石
の

　
　
　
　
知
識
ほ
、
こ
の
後
、
丈
献
に
よ
り
、
又
ナ
ラ
ン
ダ
人
に
問
ひ
し
結
果
象
う
た
＋
分
に
察
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
ろ
。
本
書
が
全
集
に
洩
れ
、
未
だ

　
　
　
　
刊
行
た
見
な
い
の
に
遣
憾
で
あ
ろ
。

　
　
　
　
②
　
吏
林
、
第
ニ
ナ
一
谷
第
三
・
四
聖
富
盛
、
室
賀
信
夫
氏
「
並
立
誠
意
の
五
畿
内
志
に
就
い
て
」
。

　
　
　
　
③
瀦
田
英
松
博
士
、
「
藝
備
の
礁
者
」
『
黒
川
道
砧
。

　
　
　
　
④
　
大
谷
大
學
國
文
學
愈
愈
報
昭
和
七
年
七
月
號
、
北
條
秀
雄
氏
「
淺
井
了
意
の
自
筆
曲
論
ど
。

五
、
馨
學
本
草
學
と
案
人



　
　
　
　
　
　
①

　
讐
學
に
於
て
は
近
世
讐
學
の
瀧
で
あ
り
、
天
下
に
金
元
流
を
廣
め
た
曲
葱
瀬
遊
三
は
佐
々
木
源
氏
の
堀
部
左
門
親
實

の
子
で
あ
っ
て
懸
人
鵠
身
と
見
ら
れ
る
が
、
父
の
事
蹟
は
明
で
な
い
。
近
三
の
一
族
で
そ
の
家
を
繊
ぎ
、
朝
廷
幕
府
に

仕
へ
て
子
孫
が
典
藥
の
筆
頭
と
な
っ
た
一
寸
は
、
初
め
豊
匝
秀
頼
に
仕
へ
、
そ
の
滅
亡
と
共
に
佐
竹
氏
に
預
け
ら
れ
常

陸
に
講
臆
し
た
が
、
寒
点
成
天
皇
の
御
亭
騒
に
よ
り
召
返
さ
れ
た
入
で
あ
る
観
磁
晦
携
配
慮
譜
。
玄
朔
門
の
白
眉
と
し
て
そ

の
女
に
配
し
、
秀
忠
家
光
に
仕
へ
た
岡
本
玄
治
も
そ
の
父
を
左
門
重
治
と
言
へ
ば
武
士
出
身
に
相
違
な
く
鯛
、
同
じ
く

夕
立
門
に
出
て
湯
走
門
院
に
仕
へ
た
野
聞
玄
琢
の
租
父
左
衛
門
次
郎
宗
安
は
織
田
信
長
に
仕
へ
て
、
後
窄
入
と
な
り
、

父
次
郎
宗
印
も
織
田
信
長
に
仕
へ
た
人
で
、
明
に
牢
人
出
身
で
あ
る
観
漱
憩
諺
儲
蘇
譜
。

　
痘
三
の
系
統
以
外
で
大
名
の
あ
っ
た
淺
井
周
伯
、
岡
本
一
抱
、
稻
生
恒
軒
、
後
藤
艮
山
等
も
悉
く
寒
人
の
後
で
あ
る
。

周
伯
、
　
一
抱
は
共
に
味
岡
三
伯
の
門
に
學
び
、
京
で
醤
名
の
高
か
っ
た
入
で
あ
る
が
、
周
伯
の
租
父
は
豊
康
氏
に
仕
へ

後
僻
し
て
慰
と
な
っ
た
入
で
あ
り
、
　
一
抱
は
近
松
門
左
衛
門
の
弟
で
醸
父
は
大
坂
画
人
で
あ
り
、
父
も
越
前
家
に
仕
へ

後
僻
し
て
京
に
住
し
た
入
で
あ
蔽
麟
。
稻
生
恒
軒
続
父
綾
羅
震
に
仕
へ
て
居
た
が
、
彼
の
幼
少
の
蒔
大
坂
落

城
に
逢
ひ
、
馨
に
隠
れ
た
大
坂
窄
人
で
あ
り
、
小
林
見
宜
の
門
に
學
び
、
最
も
學
究
的
な
人
で
あ
っ
た
。
後
藤
艮
助
は

金
元
流
濃
墨
の
全
盛
の
際
、
名
古
屋
撃
殺
に
つ
い
で
古
方
早
早
を
唱
へ
、
好
ん
で
温
泉
、
熊
謄
、
父
炎
を
用
ゐ
、
湯
熊

爽
庵
の
名
一
世
に
高
く
、
初
め
て
古
方
が
天
下
に
勢
力
を
有
す
る
に
至
ら
し
め
た
入
で
あ
る
が
、
そ
の
曾
窟
父
が
豊
臣

秀
吉
に
仕
へ
、
病
の
た
め
嚇
し
て
か
ら
代
二
人
で
あ
っ
蔽
下
縫
。

　
　
　
　
近
世
丈
化
と
島
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
三
號
　
　
四
八
七
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近
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丈
化
と
雀
人
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こ
の
他
管
鍼
を
工
夫
し
て
童
画
流
鍼
術
を
開
き
、
綱
吉
に
仕
へ
て
総
冷
罵
と
な
っ
た
杉
山
和
一
は
藤
堂
家
の
臣
樺
右

衛
門
護
の
長
男
で
あ
っ
た
が
、
盲
属
の
た
め
江
戸
へ
出
て
鍼
を
嶽
琢
一
に
學
ん
だ
入
で
あ
・
難
馨
欝
籔
罐
。

又
小
兇
科
を
以
て
幕
府
に
召
抱
へ
ら
れ
た
吉
田
宗
活
、
阿
部
順
貞
、
塙
宗
安
、
洞
宗
悦
、
太
田
宗
勝
星
も
皆
黒
人
又
は

そ
の
後
で
あ
っ
た
。
吉
田
翠
黛
は
豊
距
氏
の
侍
馨
吉
田
周
三
の
子
で
、
小
児
科
と
し
て
松
岩
光
長
に
仕
へ
、
後
朝
廷
、

幕
府
に
召
さ
れ
た
槻
鰍
噸
凝
集
撤
譜
。
阿
部
順
貞
の
組
父
仁
右
衛
門
良
成
は
荒
木
村
重
の
重
隠
で
撮
津
大
和
田
で
一
萬
石
を

領
し
、
父
勘
兵
衛
良
長
は
村
重
没
落
の
後
豊
臣
秀
次
に
仕
へ
て
千
石
を
食
み
、
後
書
に
松
李
忠
吉
及
び
徳
川
義
直
に
仕

へ
た
か
ら
三
度
窄
養
し
て
三
度
召
抱
へ
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
兄
弟
三
入
は
尾
張
家
に
仕
へ
た
が
、
彼
は
二
男
で

幼
よ
秦
に
出
て
讐
を
學
ん
だ
の
で
あ
る
深
紫
百
。
塙
萎
の
遺
構
禽
重
友
は
信
長
に
仕
へ
、
柴
田
勝
家
の
女
を
岡

譲
り
、
石
両
合
戦
に
戦
死
し
て
居
り
、
旨
煮
右
衛
門
安
友
は
信
長
、
秀
吉
に
仕
へ
、
秀
次
に
附
け
ら
れ
、
そ
の
滅
亡
に

よ
り
窄
入
と
な
り
關
ケ
原
陣
に
は
田
中
吉
政
の
陣
場
を
借
り
て
首
二
つ
を
得
た
が
、
後
江
β
に
出
て
小
見
科
を
業
と
し

た
』
萎
は
家
業
義
ぎ
・
兄
頼
安
は
淺
野
家
に
召
抱
へ
ら
れ
・
そ
の
子
宗
悦
が
・
彼
と
共
に
幕
府
に
仕
へ
た
鯉
霧

二
。
太
田
宗
勝
の
寮
父
彌
右
衛
門
宗
安
は
豊
後
臼
杵
の
城
主
琳
萬
飛
騨
守
宗
隆
の
弟
で
丹
朋
長
秀
に
仕
へ
、
父
茂
右
衛

門
宗
久
に
至
っ
て
窄
遣
し
た
。
宗
久
も
別
所
豊
後
守
吉
治
及
び
そ
の
子
大
臓
守
治
に
仕
へ
た
が
、
守
治
が
改
易
に
な
っ

た
た
め
、
守
治
に
從
っ
て
窄
果
し
、
小
見
科
を
業
と
し
て
葉
を
養
っ
て
み
た
の
で
あ
・
離
聡
千
。

　
以
上
は
或
は
學
界
に
大
名
あ
り
、
或
は
朝
廷
、
幕
府
に
仕
へ
た
醤
熱
中
最
下
又
は
そ
の
煮
た
る
も
の
を
例
示
し
た
が



慰
者
は
當
時
窄
人
の
生
活
方
法
と
し
て
最
も
便
利
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
窄
入
の
こ
れ
に
早
事
し
た
も
の
は
最
も
多
か
っ

た
と
思
は
れ
る
Q

本
業
に
於
て
も
鞭
寧
滝
需
契
毒
草
針
子
嚢
差
向
井
元
升
は
曾
墾
ま
至
城
の
主
で
あ
っ
た

土
豪
の
子
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
騨
陶
、
全
國
を
巡
っ
て
資
料
を
集
め
、
数
＋
年
の
研
鐙
の
結
果
途
に
農
業
全

　
の昏
倒
を
大
成
し
た
我
が
國
農
學
の
耐
宮
崎
安
貞
も
、
廣
島
藩
士
宮
崎
儀
右
総
門
の
次
男
に
生
れ
、
國
を
去
っ
て
、
一
時

舞
岡
の
黒
田
家
に
仕
へ
暗
、
僻
し
て
後
こ
の
研
究
に
没
頭
し
た
の
で
あ
っ
た
。
恕
し
て
支
那
の
本
草
綱
目
の
分
類
法
に

甘
ん
ぜ
す
、
實
験
的
研
究
に
よ
り
鷹
物
類
纂
の
大
著
を
成
し
、
そ
の
整
然
た
る
組
織
に
よ
り
我
が
國
濁
慮
の
本
草
學
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

成
立
せ
し
め
た
稻
生
若
水
も
、
前
に
翠
げ
た
大
坂
隠
亡
の
讐
に
叢
れ
た
稻
生
恒
軒
の
子
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
註
①
鍔
隠
者
本
草
學
者
の
傳
の
日
本
欝
譜
、
皇
軍
名
讐
傳
（
淺
則
附
議
）
、
日
本
讐
學
史
（
冨
士
川
游
薄
士
）
等
に
見
ゆ
る
も
の
ば
一
々
註
ぜ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
文
藝
と
寒
人

最
後
に
文
藝
を
見
る
に
、
近
世
の
初
め
に
、
「
定
家
卿
の
御
再
誕
戸
〆
徳
と
言
は
れ
た
細
川
幽
齋
に
よ
り
て
傳
へ
ら

れ
た
中
世
の
堂
上
歌
道
の
一
般
に
行
は
れ
た
際
、
比
較
的
自
由
な
歌
風
を
以
て
注
意
す
べ
き
は
元
政
上
面
と
木
下
長
囎

子
で
あ
る
が
、
憲
政
上
襲
は
彦
根
の
井
伊
家
の
侍
の
出
家
し
た
も
の
で
あ
り
、
長
嚢
子
は
北
政
所
の
甥
で
、
若
狭
進
士
の

城
主
で
あ
っ
た
の
が
、
關
ケ
原
陣
の
結
果
所
造
を
失
っ
た
大
名
窄
入
で
あ
っ
た
。
而
し
て
歌
道
に
於
け
る
近
世
猫
自
の

展
開
は
、
契
沖
の
古
典
の
郵
駅
研
究
と
戸
田
茂
睡
の
堂
上
歌
撹
の
排
撃
に
革
新
の
篇
火
を
切
ら
れ
た
。
契
沖
は
幼
に
し

　
　
　
　
近
世
図
化
と
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
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近
世
文
化
と
雛
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
ご
巻
　
第
三
號
　
　
四
九
〇

て
檎
に
な
っ
た
が
、
彼
の
顧
馬
下
川
元
宜
は
加
藤
清
正
に
仕
へ
て
五
千
石
を
食
み
、
そ
の
子
叉
左
書
門
元
眞
は
一
萬
石

に
至
っ
て
居
り
、
元
眞
の
弟
で
契
沖
の
父
で
あ
る
善
兵
衛
元
全
は
兄
に
養
は
れ
、
加
藤
家
没
落
後
窄
上
し
、
後
娠
津
尼

ケ
崎
の
青
豪
に
二
百
霊
夢
で
召
抱
へ
ら
れ
た
人
で
あ
る
か
ら
癬
画
報
、
彼
も
加
藤
突
の
子
で
あ
る
。
岳

茂
睡
の
父
渡
邊
監
物
忠
は
駿
府
の
徳
川
忠
長
の
重
麗
獄
千
で
、
忠
長
が
罪
を
得
た
た
め
下
野
那
須
野
に
蟄
居
し
た
が
、

蔑
睡
は
九
兵
衛
恭
光
と
言
ひ
、
叔
父
の
養
子
と
し
て
本
多
家
に
仕
へ
羅
百
、
そ
の
行
政
整
理
に
よ
っ
て
選
入
と
な
っ
た
の

で
あ
る
職
睡
。
彼
の
梨
本
集
が
古
今
傳
授
の
無
稽
を
喝
破
し
、
制
の
詞
を
二
條
家
の
私
の
定
と
し
て
斥
け
た
こ
と
が
、
堂

上
歌
道
に
毒
す
る
致
命
的
爆
撃
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
○
併
し
歌
聖
の
革
新
は
前
期
に
於
て
は
未
だ
理
論

に
止
ま
り
、
こ
れ
に
基
く
自
山
な
和
歌
の
創
作
は
こ
れ
を
後
期
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
俳
譜
に
於
て
は
貞
門
の
瓶
松
永
貞
徳
、
談
林
の
租
西
爵
宗
因
、
蕉
風
の
租
松
尾
芭
蕉
が
共
に
悉
く
朋
に
窄
入
又
は
窄

人
の
子
孫
で
あ
研
癒
の
条
奮
武
士
の
子
で
あ
軋
男
芸
窩
の
苦
難
釜
と
は
從
暴
で
あ
っ
た
騰
酢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
、
そ
の
家
系
に
は
異
説
が
あ
る
。
貞
徳
の
子
で
あ
る
尺
五
の
行
事
に
は
永
種
を
松
永
久
秀
の
季
子
と
し
、
俳
譜
家
譜

に
は
簿
州
高
槻
の
刺
史
入
江
九
郎
盛
重
の
男
五
郎
政
重
の
長
子
と
し
、
粥
緊
結
葱
銀
側
季
に
は
播
州
高
槻
の
城
主
入
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
f

五
郎
政
次
の
孫
で
、
久
秀
が
一
族
の
故
に
養
子
と
し
て
儒
と
し
た
と
し
て
居
る
。
併
し
こ
れ
は
行
駿
の
季
子
は
養
子
を

誤
っ
た
も
の
と
亮
る
ぞ
、
久
瀬
の
伯
禦
政
重
の
糠
で
あ
っ
た
囎
諜
の
が
、
養
子
と
し
た
因
縁
で
あ
ら
う
。
さ
れ

ば
貞
徳
の
父
は
幼
に
し
て
摺
と
な
り
、
後
に
は
歌
、
連
歌
で
知
ら
れ
た
寳
憧
坊
徳
庵
で
あ
る
が
、
名
あ
る
武
士
の
子
で

（51）



公
家
の
親
戚
も
有
す
る
業
人
で
あ
っ
た
。
西
山
離
離
は
初
め
次
郎
作
豊
謡
と
て
熊
本
城
主
加
藤
忠
廣
の
老
隠
で
あ
っ
た

加
藤
正
方
（
風
庵
）
に
仕
へ
、
寒
心
と
共
に
歌
、
連
歌
を
學
ん
だ
が
、
寛
永
九
年
忠
廣
の
改
易
に
よ
り
主
從
共
窄
人
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
芭
蕉
も
宗
因
に
似
て
、
津
の
藤
堂
家
の
老
臣
で
伊
賀
上
野
の
城
代
で
あ
っ
た
藤
堂
新
七
郎
良
馬
に
仕

へ
、
そ
の
子
生
計
良
忠
（
蝉
吟
）
に
侍
し
て
、
主
と
共
に
北
村
蔓
紫
に
俳
譜
を
學
ん
だ
甚
七
郎
書
房
で
あ
っ
π
。
然
る
に

良
忠
が
早
逝
し
た
・
の
で
、
そ
の
位
牌
を
高
野
山
に
牧
め
た
後
、
股
走
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
俳
譜
の
三
醍
は
何
れ
も

禽
ら
窄
人
し
た
か
、
窄
入
の
子
で
あ
っ
た
Q

　
彼
等
の
外
に
も
証
人
俳
人
は
少
く
な
い
。
貞
門
の
齋
藤
徳
元
は
江
戸
五
俳
号
の
一
人
で
、
誹
講
初
學
抄
の
作
者
と
し

て
離
れ
突
だ
が
、
岐
阜
築
讐
秀
信
程
へ
辱
關
ヶ
綴
呈
の
先
途
を
轟
け
す
、
長
良
川
を
整
て
脱
岡

毒
し
て
臆
病
者
の
名
を
流
し
た
と
い
ふ
か
ら
芳
し
か
ら
ざ
る
窄
人
吉
で
あ
る
。
蕉
門
で
は
十
哲
中
の
其
角
・
蘭
雪
・
去

來
・
丈
草
・
越
人
及
び
嵐
蘭
・
桃
隣
等
は
窄
入
津
は
牢
入
の
後
で
あ
る
。
榎
本
其
角
の
父
は
竹
下
東
順
と
て
代
々
江
州
堅

田
の
郷
士
で
あ
り
、
江
戸
へ
墨
て
讐
を
以
て
本
多
ド
野
守
に
仕
へ
、
晩
年
致
仕
し
た
人
で
、
榎
本
は
母
の
氏
を
聡
し
た

の
だ
と
い
ふ
。
服
部
趨
走
は
初
め
新
庄
隠
岐
守
に
仕
へ
、
更
に
井
上
相
軽
愚
に
抱
へ
ら
れ
て
後
致
仕
し
た
窄
人
で
あ
り
、

向
井
去
來
は
曾
租
父
ま
で
一
城
の
主
で
あ
b
、
父
の
時
ま
で
郷
士
で
あ
っ
た
楽
器
向
井
玄
升
の
子
で
、
初
は
武
藝
を
學

ん
で
騎
に
長
じ
た
が
、
後
弓
矢
を
捨
て
て
嵯
峨
に
隠
棲
し
た
の
で
あ
る
。
内
藤
丈
草
は
尾
州
家
の
老
麺
寺
尾
土
佐
守
直
・

瀧
に
仕
へ
た
が
、
家
を
纏
母
の
出
で
あ
る
弟
に
譲
ら
ん
た
め
、
指
を
切
b
、
刀
が
執
れ
な
い
の
を
口
實
に
遁
世
し
た
の
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世
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と
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四
九
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二
世
丈
化
と
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第
二
十
二
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四
九
二

で
あ
っ
た
。
下
人
は
熊
本
細
川
家
の
臣
で
佐
分
利
流
の
槍
術
で
聞
え
た
が
、
吉
原
の
遊
女
に
溺
れ
て
御
暇
に
な
っ
て
尾

張
に
來
た
と
の
説
が
あ
る
蝋
朝
瀦
。
而
し
て
嵐
蘭
は
板
倉
家
に
仕
へ
て
松
倉
甚
兵
衛
解
織
と
虚
し
た
罷
百
が
、
諌
言
し
て
・

用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
致
仕
し
淀
人
で
あ
り
、
桃
隣
は
芭
蕉
と
厨
じ
く
上
野
の
藤
堂
氏
の
奮
臣
で
、
芭
蕉
の
從
弟
だ

と
言
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
○

　
小
説
の
作
者
に
つ
い
て
も
、
初
期
の
假
名
草
子
の
代
表
作
家
た
る
如
撫
子
、
鈴
木
正
三
、
淺
井
了
意
は
何
れ
も
窄
入

蚤
そ
れ
に
筆
べ
き
人
々
で
あ
舳
・
可
笑
晟
怯
蘇
作
頁
町
轟
欝
欝
書
し
た
七
条
碁
風
ミ
確
で

な
い
が
、
可
笑
書
中
に
散
見
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
最
上
窄
入
で
「
侍
が
戦
場
に
の
ぞ
み
て
は
討
死
を
心
が
け
、
心
を
剛
に

持
つ
べ
k
是
裂
と
い
ふ
も
の
な
り
」
と
激
へ
た
父
の
子
に
生
れ
這
は
天
に
あ
軌
よ
ひ
ろ
は
む
ね
に
・
の
り
し
と
蓄
質
岡

っ
て
、
鎧
を
用
み
す
、
茜
紬
の
朋
織
の
み
着
て
先
頭
、
殿
を
勤
め
、
　
一
生
薄
手
も
負
は
な
か
っ
た
東
灘
寺
右
馬
頭
と
、

敵
が
鐵
砲
を
仁
淀
ん
と
す
る
刹
那
を
狙
っ
て
、
そ
の
眉
間
を
一
矢
に
貫
い
π
大
井
左
近
と
を
伯
父
に
持
ち
、
自
分
は
父

を
失
ひ
、
母
と
江
戸
に
毘
で
、
「
生
す
り
切
な
れ
ば
な
か
一
身
上
か
せ
ぐ
べ
き
手
だ
て
も
な
一
」
、
「
よ
き
近
付
親
類
と

て
も
あ
ら
ば
や
、
満
身
才
智
あ
る
身
に
も
あ
ら
す
」
、
「
誠
に
沖
津
舟
の
よ
る
べ
定
め
ぬ
う
ぎ
身
」
を
釘
屋
の
豊
田
喜
右

享
楽
と
い
ふ
武
家
出
の
町
入
に
寄
せ
、
「
が
つ
さ
う
頭
に
や
つ
し
、
刀
脇
差
を
も
さ
、
す
、
ぶ
ら
り
く
と
さ
ま
よ
ひ
あ

り
く
」
有
機
で
あ
っ
た
が
、
併
し
「
常
に
研
き
磨
き
、
ね
た
ば
を
合
せ
秘
露
し
持
ち
た
る
一
腰
の
創
あ
り
、
吹
毛
の
創

と
名
付
け
、
せ
つ
な
が
間
も
身
を
放
さ
す
」
、
事
あ
る
時
に
は
「
お
っ
と
ゲ
蔑
し
て
首
尾
に
合
せ
ん
こ
と
何
の
不
足
や
あ



ら
ん
」
の
畳
悟
を
失
は
ぬ
突
で
あ
っ
た
。
二
人
比
丘
轟
散
三
、
因
果
物
書
倣
元
、
念
佛
草
紙
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ

た
鈴
木
正
三
は
、
父
重
次
が
家
康
に
仕
へ
て
關
ケ
原
、
大
坂
陣
に
功
あ
り
燕
百
、
彼
も
大
坂
陣
の
功
で
別
に
二
百
石
を
與

へ
ら
れ
た
が
、
元
和
五
年
致
仕
し
て
出
家
し
、
二
王
灘
の
一
流
を
開
い
た
入
で
、
そ
の
作
も
嘉
名
法
語
が
多
く
、
假
名

華
と
し
て
智
を
も
の
も
そ
の
軸
壁
で
な
⑱
・
浮
世
物
語
筆
郷
子
蓑
六
を
初
め
多
作
家
と
し
て
藩
名
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
干

淺
井
下
意
が
、
「
寓
鳥
の
尾
の
長
々
し
き
聖
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
浄
世
物
語
が
假
名
草
子
中
の
傑
作

と
し
て
後
の
津
世
草
子
の
前
駆
た
る
も
の
で
あ
り
、
支
那
の
勢
燈
指
話
等
を
翻
案
し
た
伽
妹
子
が
、
今
後
怪
談
交
學
の

端
を
開
い
た
こ
と
は
特
記
す
・
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
三
人
の
外
に
も
元
和
三
年
に
吾
妻
物
語
一
名
色
奇
論
を
書
い
た
徳

永
戸
右
衛
門
尉
種
久
は
自
ら
「
先
導
田
尻
中
務
太
夫
中
書
秋
種
」
と
記
し
、
「
今
者
江
戸
於
御
旗
本
櫻
井
之
家
早
耳
」
と
言

へ
ば
、
奥
州
信
夫
の
出
で
あ
る
彼
が
筑
後
柳
川
か
ら
の
江
戸
へ
の
紀
行
も
窄
人
の
有
付
の
た
め
と
も
思
は
れ
る
が
、
旗

本
櫻
井
氏
に
召
抱
へ
ら
れ
た
か
、
寄
寓
し
て
み
た
か
は
明
で
な
い
。
そ
や
ろ
物
語
暗
転
冊
の
作
者
三
浦
浄
心
は
北
條
窄

入
で
あ
り
、
悔
草
胆
管
四
の
作
者
と
傳
ふ
る
井
上
小
左
衡
門
は
大
坂
牢
人
ら
し
く
、
溝
水
物
語
就
惚
惚
の
作
者
朝
画
意

林
庵
は
朝
山
暴
の
孫
で
、
細
川
家
及
び
徳
川
忠
長
の
蔭
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
寒
暑
。

浄
世
盛
を
創
始
し
た
井
原
西
鶴
は
伊
藤
梅
宇
籍
の
見
聞
談
叢
に
よ
っ
て
缶
藤
五
な
る
有
徳
の
町
人
で
・
の
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
，

こ
と
が
知
ら
れ
、
通
番
を
李
太
夫
と
言
っ
た
窄
人
と
の
推
測
は
豊
本
す
る
に
至
っ
た
○
潭
世
草
子
の
作
者
は
そ
の
他
も

身
分
の
朋
な
る
も
の
が
乏
し
い
が
、
風
流
誌
代
憲
鷺
鰍
辮
、
風
流
源
氏
物
語
航
四
身
に
古
典
を
俗
労
し
、
元
隷
曾
我
物
語
、

　
　
　
　
近
世
同
化
と
柴
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
三
號
　
　
四
九
三
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御
前
御
伽
厨
子
、
沖
津
白
浪
機
郵
続
騰
に
巷
談
異
聞
を
記
し
た
都
之
錦
は
、
後
江
戸
で
無
宿
改
に
捕
へ
ら
れ
薩
摩
の
金
山

人
足
に
や
ら
れ
、
脱
走
せ
ん
と
し
て
投
獄
さ
れ
、
苦
痛
の
除
り
に
斬
首
を
願
ひ
出
た
訴
歌
な
る
も
の
が
傳
は
り
、
こ
れ

に
從
へ
ば
、
墨
縄
萬
右
衛
門
康
富
の
子
で
半
睡
の
佐
用
姫
明
紳
の
藩
主
と
な
り
、
八
田
宮
内
少
輔
光
風
と
繕
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

京
都
に
修
學
中
身
持
悪
く
勘
當
を
受
け
た
も
の
で
、
明
に
窄
入
と
見
る
べ
き
で
あ
る
Q
唯
父
の
松
李
萬
右
衛
門
康
富
は

　
ミ
も
康
等
の
誤
寓
で
、
佐
用
姫
明
帥
の
翫
津
も
播
磨
の
誤
で
あ
ら
う
。
松
李
萬
右
術
門
康
等
は
播
磨
佐
用
郡
で
二
千
石
を
頷

し
た
旗
本
で
書
院
番
を
勤
め
た
が
、
彼
は
入
男
で
長
兄
の
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
兄
達
は
殆
ど
皆
陪
臣
と
な

っ
て
み
る
か
ら
、
養
子
と
な
る
前
に
そ
の
子
を
兄
の
鎮
内
の
帥
生
と
し
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
播
磨
の
佐
用
姫

羅
は
播
磨
風
土
記
に
も
延
喜
式
に
も
載
っ
て
居
畠
緒
の
古
塁
で
あ
る
鼻
繋
麟
譜
。
叉
下
縫
鎖
帷
子
鞭
骸
三
に

近
松
の
堀
河
波
の
鼓
ど
同
じ
女
敵
討
を
描
い
た
森
本
東
烏
は
自
ら
洛
陽
隠
士
と
署
名
し
て
居
り
、
忠
孝
太
準
縄
に
載
せ

た
聖
像
に
は
床
に
鎧
を
飾
っ
て
居
る
位
で
舞
人
を
以
て
任
じ
た
こ
と
は
問
違
な
か
ら
う
。
唯
同
書
に
見
ゆ
る
舞
岡
に
は

「
先
誼
林
文
内
は
昔
藝
州
野
間
の
片
里
に
住
し
農
民
な
り
し
」
由
を
記
し
、
文
内
の
孝
行
領
主
に
聞
え
林
村
を
賜
っ
た
か

ら
氏
を
林
と
卑
し
た
と
い
ふ
を
以
て
見
れ
ば
百
姓
出
と
な
る
が
、
そ
の
後
郷
士
に
演
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
浮
瑠
璃
の
作
者
は
殆
ど
そ
の
事
蹟
が
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
灘
と
傳
へ
ら
れ
た
小
野
お
通
及
び
そ
の
大
成
者
近
松
門

左
衛
門
が
共
に
武
家
出
身
た
る
こ
と
は
注
曝
す
べ
き
で
あ
る
。
浮
瑠
璃
が
既
に
享
燕
天
文
の
頃
語
ら
れ
て
居
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
は
東
台
、
莚
を
そ
の
聾
は
し
撃
、
＋
二
段
草
子
も
彼
女
の
作
か
難
し
い
が
、
彼
女
の
父
が
小
野

（5S）



正
秀
と
呼
ぶ
美
濃
の
侍
で
、
六
條
河
原
の
聖
戦
に
討
死
し
た
こ
と
は
寛
永
十
入
年
に
大
徳
寺
天
砧
が
彼
女
の
た
め
に
書

い
た
記
鎭
細
敏
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
か
ら
、
武
家
出
た
る
こ
と
は
雫
は
れ
な
い
。
彼
女
が
秀
吉
の
侍
女
と
し
て
醍
醐
の

　
　
　
“
一
r
、
戸
4

花
見
に
零
し
た
こ
と
は
短
冊
の
存
す
る
の
で
知
ら
れ
る
が
版
金
、
そ
の
後
は
娘
が
信
州
松
代
の
眞
田
家
の
側
室
と
な
っ
た

墜
松
代
へ
赴
い
た
外
は
確
讐
は
解
ら
な
い
蝋
醐
籔
。
近
松
端
縫
砲
門
も
そ
の
出
身
に
種
々
の
説
が
あ
っ
て
何
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

眞
な
る
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
聖
堂
の
杉
森
氏
系
圖
が
公
に
せ
ら
れ
て
そ
の
家
系
が
明
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
彼

の
租
父
市
兵
衛
信
重
は
大
坂
半
人
で
、
後
稻
葉
美
濃
守
正
則
に
仕
へ
た
が
研
、
父
市
左
衛
門
信
義
は
そ
の
次
男
で
越
前

の
墨
型
忠
昌
に
仕
へ
、
後
窄
臆
し
て
京
で
没
し
、
彼
は
そ
の
次
男
で
【
時
…
條
灘
閤
昭
良
に
仕
へ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

「
代
・
甲
冑
象
吃
れ
な
が
ら
諜
菅
野
一
言
卿
に
つ
か
愈
燃
し
㌘
て
祷
な
－
」
と
讐
の
薯
に
自
岡

記
し
た
意
味
も
明
に
な
っ
た
。
さ
れ
ば
大
近
松
が
野
土
縫
製
帥
を
愛
重
し
、
武
土
の
義
理
を
町
人
に
も
．
及
ぼ
し
、
心
中

に
も
意
地
と
義
理
が
強
く
現
れ
、
愛
に
殉
じ
て
死
ぬ
潔
さ
を
張
馴
し
て
、
事
件
・
人
物
を
漂
化
し
美
化
す
る
理
想
主
義

的
態
度
も
決
し
て
偶
然
で
な
い
の
で
あ
る
Q

＠＠＠＠
藤
弁
乙
男
博
士
、
「
江
戸
丈
學
研
究
」
所
牧
、
「
松
永
貞
徳
の
父
組
に
つ
い
て
」
o

俳
人
に
つ
い
て
に
俳
譜
家
譜
（
丈
量
）
、
同
拾
潰
　
集
（
十
口
）
、
隅
後
拾
遺
（
十
q
）
、
俳
家
大
系
圃
（
生
川
春
明
）
等
に
見
ゆ
る
所
、
今
一
々
註
記
し

　
な
い
Q

小
説
作
看
に
つ
い
て
ば
「
列
傳
躰
小
説
史
し
（
水
谷
不
倒
氏
）
、
「
近
世
作
家
大
観
」
（
鈴
木
行
三
氏
）
等
参
照
。

藝
丈
第
七
巷
第
七
號
所
載
、
石
田
元
季
氏
「
鈴
木
正
三
し
。

近
世
丈
化
と
筆
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
三
號
　
　
四
九
五
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近
世
丈
化
と
鑑
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
二
十
二
巷
第
三
號
　
四
九
六

閣
語
と
圃
丈
學
、
第
五
十
七
號
所
載
、
藤
村
作
博
士
、
「
井
原
西
鶴
ぱ
亭
山
藤
五
か
し
Q

早
稻
田
丈
．
學
、
明
治
二
十
九
年
六
月
號
所
載
、
饗
庭
篁
村
氏
「
小
親
家
の
人
物
」
o

國
語
と
國
丈
學
、
第
二
巻
第
入
號
、
田
．
幾
密
密
氏
「
近
松
門
左
衛
門
の
班
職
に
就
て
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
附
　
　
　
　
　
　
言

　
以
上
は
近
世
前
孚
期
に
於
け
る
學
問
・
文
藝
に
甥
す
る
窄
人
の
貢
獄
の
一
端
を
墨
げ
π
に
過
ぎ
濾
。
猫
こ
の
外
に
も

近
世
数
學
の
灘
と
仰
が
れ
た
毛
利
勘
兵
衛
重
能
は
初
め
池
田
輝
政
に
仕
へ
、
次
い
で
豊
臣
秀
吉
に
召
し
出
さ
れ
た
が
、

入
明
二
度
、
專
ら
算
蓮
を
究
め
て
叢
り
、
和
算
書
の
最
初
で
あ
る
館
除
法
を
著
し
、
京
に
猿
鍵
を
講
じ
た
人
で
あ
る
和

島
學
。
前
土
佐
國
主
長
曾
我
部
盛
砂
が
大
坂
陣
前
相
國
寺
門
前
で
寺
子
屋
を
開
い
て
み
た
如
く
下
愚
儲
㈹
由
、
罪
人
が
初
等

敢
底
心
爾
た
る
寺
子
屋
を
経
癒
し
た
こ
と
は
、
最
も
多
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
又
浮
世
絡
の
蔽
と
幕
せ
ら
れ
た
岩
佐
又

兵
衛
勝
以
は
荒
木
村
重
の
末
子
と
傳
へ
、
織
田
信
雄
の
遺
臣
で
晩
年
越
前
家
に
召
抱
へ
ら
れ
た
入
で
あ
り
結
離
家
、
英
一

蝶
も
亦
石
川
家
の
侍
欝
を
僻
し
た
多
賀
伯
庵
の
子
で
あ
う
、
左
甚
五
郎
も
足
利
家
の
臣
で
働
を
明
石
に
避
け
た
伊
丹
正

利
の
子
で
あ
る
と
い
ふ
。
女
歌
舞
伎
の
租
出
雲
お
國
を
助
け
淀
名
古
屋
山
三
郎
は
蒲
生
二
郷
の
遺
距
で
、
後
面
忠
政
に

仕
へ
た
と
調
は
れ
て
居
り
備
雛
騨
調
、
若
衆
歌
舞
伎
時
代
の
江
戸
の
代
表
者
猿
若
勘
三
郎
は
沼
津
城
主
中
村
一
榮
の
弟
右

近
の
孫
と
貸
し
、
初
代
市
川
團
十
郎
亦
甲
州
の
士
堀
越
十
郎
の
子
と
傳
へ
て
居
る
。
こ
れ
等
の
中
に
は
固
よ
り
そ
の
確

實
性
の
不
充
分
な
も
の
も
な
い
で
は
な
い
が
、
近
世
文
化
に
止
す
る
窄
人
の
破
獄
の
如
何
に
著
し
か
っ
た
か
を
察
す
る
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に
は
、
以
上
の
例
に
よ
っ
て
十
分
で
あ
ら
う
。

つ
て
も
あ
な
が
ち
過
言
で
は
な
い
で
あ
．
ら
う
。

さ
れ
ば
近
世
前
期
の
文
化
は
或
毛
並
に
於
て
は
窒
入
文
化
の
時
代
と
謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
一
年
十
一
月
講
演
、
同
十
二
年
三
月
補
訂
）

前
號
所
載
「
近
世
文
化
と
牢
人
（
上
）
」
叢
談

頁
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五
ニ

ニ
五
四

二
五
六

二
五
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二
五
九

二
六
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ご
六
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cr五
・
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一

六一二

　
一

二一
五

六六二

　
　
　
り

向
井
酒
外

　
　
り

愚
見
綱
齋

り論
罪
遺
事

　
　
　
コ

朝
山
十
村
庵

り
　
　
の
　
　
コ
　
　
　
　
　
り

山
鹿
素
行
子

　
　
　
　

朝
山
十
村
庵

清
学
術

華
甲

　
　
り
　
　
り

安
積
滲
伯

ゆ
　
　
　
　
　
り
　
　
ゆ

元
和
三
年

正

　
　
　
む

向
井
玄
升

　
　
む

愚
見
綱
齋

　先
達
遣
事

　
　
　
む

朝
山
意
林
庵

む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
む

素
行
子
由
鹿
甚
五
左
衛
門

　
　
　
む

朝
山
士
林
庵

　
　
　
む
　
む

清
右
衛
門
ぱ

　
　
む

華
甲
水

　
　
む
　
む

安
積
澹
泊

む
　
む
　
む
　
む

寛
永
二
年

近
世
出
田
と
曲
人

．
’

第
二
十
・
二
巷
　
第
三
號
　
　
　
四
九
七
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